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■研究の背景と目的

1）近代建築のデザインの文化的価値、いわゆる建築家のデザイン思想の
役割は重要で、その建物の意匠性に大きく影響を与える。

2）しかし、日本における社会の進歩と共に社会的な要求が多く有り、そ
の意匠性を十分に満足させない可能性も考えられる。

本研究では、国立西洋美術館本館を事例にし、具体的な検証を進める。

3）本研究では、その中で大きく影響を与える日本における耐震性等を中心
に、建築家コルビジェのオリジナルデザインであるモヂュロールに与え
る影響を明らかにする。

4）同時に、建築家のオリジナルデザインを十分に満足させる、技術的な改
善方法である、将来の免震レトロフィット改修を提案する。



1．モヂュロールについて、デザインモデル①とデザインモデル②の寸法
を比較分析する。

1-1．国立西洋美術館本館のモヂュロールの考え方(参考文献有り）
→コルビジェオリジナルをデザインモデル①とする。

1-2．現設計図、過去の改修工事、各々の段階からモヂュロールが満足
しているかの資料収集(参考文献有り)

→現在をデザインモデル②とする。

例えば デザインモデル①では、1階柱直径530㎜→モデル②では、600㎜
デザインモデル①では、2階柱直径430㎜→モデル②では、550㎜
デザインモデル①では、コンクリートブロック厚70㎜

→モデル②では、100㎜

2．構造性能について、デザインモデル寸法から各々構造モデル①と
構造モデル②を分析し、構造解析上部躯体データを作成する。

2-1．国立西洋美術館本館のモヂュロールを満足する構造部材、
→コルビジェオリジナル寸法を構造モデル①とする。

配筋については、現在の配筋を参考に決定する。

2-2．現設計図、過去の改修工事、各々の段階から現行の断面、配筋等
の資料収集。(参考文献有り)

→現在を構造モデル②とする。



3．耐震性においては、構造モデル①在来工法と構造モデル②在来工法
の耐震性を比較する。

3-1．構造モデル①在来工法の耐震診断および地震応答弾塑性解析
を行う。

3-2．構造モデル②在来工法の耐震診断および地震応答弾塑性解析
を行う。(一部参考文献有り)

3-3．以上の比較から、建設当時の横山不学氏の構造設計を評価。

4．耐震性について、構造モデル②免震工法と構造モデル①免震工法
の耐震性を比較する。

4-1．構造モデル②免震工法の地震応答解析を行う。

4-2．構造モデル②から構造モデル①のモヂュロールを満足する部材
形状に必要な部材強度、接合部など、耐震上安全な改修方法の
提案を行う。(構造モデル①免震工法の作成)

4-3．構造モデル①免震工法を地震応答解析にて検証する。

4-4．将来の改修計画の一つとして提案か。
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